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昨
年
、
十
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
、
海
老
名
市
・
白

石
市
・
登
別
市
・
の
自
治
会
町
内
会
代

表
者
が
集
ま
り
「
姉
妹
都
市
三
市
自
治

会
町
内
会
情
報
交
換
交
流
会
」
が
海
老

名
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
一
昨
年
度
白
石
市
で
白
石

市
・
登
別
市
・
海
老
名
市
の
自
治
会
関

係
者
が
集
ま
り
、
相
互
連
携
・
協
力
の

協
定
を
締
結
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、

三
市
自
治
会
持
ち
回
り
で
年
一
回
、
情

報
交
換
交
流
会
を
開
催
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
第
一
回
は
登
別
市
で
実
施
し
、

今
年
度
第
二
回
目
は
海
老
名
市
で
の
開

催
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

二
十
六
日
は
市
役
所
会
議
室
で
の
情

報
交
換
交
流
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
三
市
の
自
治
会
町
内
会
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
現
状
の
自
治
会
活
動
の
紹
介
が
あ

り
、
お
互
い
の
認
識
の
共
有
化
を
図
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
課
題
に
つ
い
て
検

討
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
災
害
発
生
時
の
相
互
支
援

に
つ
い
て
の
検
討
。
市
と
は
別
に
自
治

会
組
織
と
し
て
相
互
支
援
の
協
定
を
結

ぶ
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
っ
た
が
、
支

援
物
資
等
の
備
蓄
は
行
わ
ず
に
、
災
害

発
生
時
は
市
の
支
援
活
動
に
協
力
す
る

こ
と
。
及
び
自
治
会
組
織
と
し
て
の
災

害
発
生
時
の
相
互
連
絡
窓
口
を
決
め
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
自
治
会
町
内
会
へ
の
加

入
率
の
向
上
に
つ
い
て
の
検
討
で
、
各

自
治
会
町
内
会
で
の
具
体
的
加
入
促
進

活
動
の
紹
介
を
含
め
て
、
活
発
な
議
論

を
行
い
、
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
を

共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た

扇
町
（
海
老
名
駅
西
口
）
を
見
学
し
、

そ
の
後
株
式
会
社
リ
コ
ー
を
訪
問
し
、

ビ
ル
の
高
層
階
か
ら
海
老
名
市
全
域
を

展
望
し
、
最
新
鋭
の
オ
フ
ィ
ス
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
の
中
央
図
書
館
に
行
き
、

地
下
一
階
か
ら
四
階
ま
で
の
見
学
と
図

書
館
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
担
当
の
方

か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
国
分
寺
台
自
治
会
館
へ

行
き
、
国
分
寺
台
自
治
会
の
地
域
の
各

団
体
と
連
携
し
た
自
治
会
活
動
の
紹
介

を
受
け
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
活
発
な

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
温
故
館
を
訪
れ
て
遺
跡
の

展
示
を
見
学
し
た
後
、
温
故
館
前
の
相

模
国
分
寺
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

帰
る
途
中
に
、
東
名
海
老
名
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
に
立
ち
寄
り
、
海
老
名
の
お

土
産
な
ど
を
見
て
も
ら
い
、
羽
田
空
港

と
東
京
駅
ま
で
見
送
り
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
情
報
交
換
交
流
会
を
通
し

て
、
姉
妹
都
市
三
市
の
自
治
会
町
内
会

の
十
分
な
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
来
年
度
の
「
自
治
会
町
内

会
情
報
交
換
交
流
会
」
は
白
石
市
で
開

催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま

た
有
意
義
な
会
議
に
し
て
行
き
ま
す
。

ひ

と

り

ご

と

　

昨
年
一
年
の
防
犯
活
動
の
結
果
が
ま
と

ま
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
（
８
Ｐ
参
照
）

残
念
な
が
ら
今
年
も
１
０
０
０
件
以
下
の

目
標
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
署
を
あ
げ
、

市
や
地
域
を
挙
げ
て
の
活
動
結
果
で
は
あ

り
ま
し
た
が
未
達
と
い
う
部
分
で
は
ス
ト

レ
ス
の
残
る
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
お
隣
の
座
間
市
で
、
犯
罪
史
上
ま

れ
に
み
る
凶
悪
犯
罪
が
発
生
し
ま
し
た
。

連
日
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
た
こ

と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
事
件
が
隣
町
で
起
き
て
い
る

と
い
う
事
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
犯
罪
は
ど
こ
の
市
だ
か
ら
起
こ
っ
て

良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
を
契
機
に
自
分
の
周
り
の
事
と
し

て
今
一
度
原
点
に
返
っ
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。　

　

１
：
29
：
３
０
０
と
い
う
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
の
法
則
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
則
は
労

働
災
害
防
止
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
今
で
も

多
方
面
で
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
は

１
件
の
重
大
事
故
（
犯
罪
）
に
は
３
０
０

と
い
う
ヒ
ヤ
リ 

・ 

ハ
ッ
ト
な
災
害（
犯
罪
）

と
は
言
え
な
い
微
細
（
小
）
な
事
故
（
犯

罪
）
が
潜
ん
で
い
る
、
些
細
な
こ
と
を
見

逃
す
な
と
い
う
経
験
則
で
す
。
こ
の
こ
と

を
当
市
に
あ
て
は
め
て
み
ま
す
と
、
罪
種

別
で
は
軽
微
な
犯
罪
が
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
先
の
法
則
で
は
大
き
な
犯
罪
が
起
こ

り
得
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
先
ず
軽

微
な
犯
罪
を
減
ら
す
こ
と
か
ら
は
じ
め
、

絶
対
件
数
を
減
ら
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

幸
い
当
市
は
近
年
、
緊
急
通
報
装
置
の

設
置
や
主
要
地
点
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
充

実
等
で
、
外
堀
は
埋
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
は
犯
罪
の
抑
止
に

は
な
っ
て
も
、
防
止
の
決
め
手
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
防
止
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
市

民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
大
切
な
こ
と
は

言
を
待
ち
ま
せ
ん
。
住
ん
で
良
か
っ
た
・

住
み
続
け
た
い
ク
リ
ー
ン
海
老
名
に
は
犯

罪
は
似
合
い
ま
せ
ん
。

　

積
み
上
げ
て
き
た
灯
は
消
し
て
は
い
け

な
い
、
オ
ー
ル
海
老
名
で
今
一
度
知
恵
を

出
し
、
こ
の
〝
難
問
〟
に
取
り
組
む
―
そ

ん
な
年
に
し
た
い
…
ひ
と
り
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
…
…

自
治
会
連
絡
協
議
会
理
事
　
　
栗
山
　
明
郎　
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三
市
の
連
携
・
協
力
を
確
認

三
市
の
連
携
・
協
力
を
確
認
!!!!

　　  

姉
妹
都
市（
海
老
名
・
白
石
・
登
別
）

姉
妹
都
市（
海
老
名
・
白
石
・
登
別
）

　
　
　
　
　
　
情
報
交
換
交
流
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情
報
交
換
交
流
会
実
施

１１  

：：  

2929  

：：  

３
０
０

３
０
０

　

三
市
情
報
交
換
交
流
会
の
節
は
、
心
温
ま

る
お
も
て
な
し
を
賜
り
、
誠
に
有
り
難
く
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
何
処
の

自
治
体
で
も
防
災
対
策
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
す
る
と
共
に
、
高
齢
化
社
会

の
今
、
福
祉
関
係
が
大
き
な
事
柄
で
あ
る
と

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
貴
自
治
連
所
属
の
国
分
寺
台
自
治
会
様

の
万
一
に
備
え
た
防
災
組
織
の
充
実
と
、
さ

ら
に
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
「
街
な
か
サ
ロ

ン
」
の
開
設
は
、
高
齢
者
に
生
き
る
喜
び
の

場
を
提
供
す
る
と
共
に
、
地
元
商
店
街
の
活

性
化
に
結
び
付
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
で
は
お
互
い
の
貴
重
な
情
報
交

換
が
出
来
、
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

三
市
自
治
会
町
内
会
情
報

交
換
交
流
会
に
参
加
し
て

白
石
市
自
治
会
連
合
会

　
　

会
長　

鈴
木　

恒
秋

　

姉
妹
都
市
３
市
情
報
交
換
交
流
会
で
は
心

温
ま
る
歓
迎
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

海
老
名
市
で
は
６
専
門
部
会
が
活
動
し
て

い
る
中
で
広
報
・
Ｐ
Ｒ
部
会
を
設
け
て
加
入

促
進
運
動
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
は
大
い
に

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
よ
り
人
口
も
２
倍
以
上
の
海
老
名
市

で
は
組
織
も
確
立
し
き
め
細
や
か
な
地
域
活

動
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
国
分
寺
台
自
治
会

と
の
意
見
交
換
会
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

危
機
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す

る
意
見
交
換
で
も
大
規
模
災
害
等
に
は
３
市

が
連
携
・
協
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
有
意
義
な
会
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

絆
深
め
た
情
報
交
換
交
流
会

登
別
市
連
合
町
内
会

　
　

会
長　

中
川　

信
市

▲交流会で役員一同

▲中央図書館

▲温故館見学
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子どもらに
　自ら気づく喜びを大切にしたい。

　「あっ、そうか！」と

海老名市上今泉1-22-56

社会福祉法人慶泉会強くやさしく「生きる力」を…

ht tp://www.sakurai. ac. pj /
海老名市上今泉1-8-34
h t tp://www.keisen-ed.jp /

046-235-8150TEL海老名市上今泉1-1 4-33

学校法人　慶泉学園学校法人　慶泉学園

046-232-2525TEL
046-232-2526FAX

046-233-1835TEL
046-233-8008FAX

〒243-0427
　神奈川県海老名市杉久保南４-18－１

＜営業時間＞AM8:00 ～ PM8:00　＜定休日＞日曜
046-238-3878☎

　

上
今
泉
六
丁
目
自
治
会
は
海
老
名
市

の
北
部
に
位
置
し
、
北
西
側
の
国
道
二

四
六
号
線
と
目
久
尻
川
の
間
に
挟
ま
れ

た
座
間
丘
陵
の
南
端
の
南
東
に
下
っ
た

傾
斜
地
に
あ
り
陽
当
た
り
の
良
い
住
宅

街
で
す
。　

　

主
な
活
動
は
一
月
の
「
ど
ん
と
焼

き
」
と
昨
年
度
か
ら
始
め
た
今
年
で
二

回
目
と
な
る
「
社
会
見
学
会
」
で
す
。

　

本
年
は
昨
年
度
、
圏
央
道
が
東
北
道

に
接
続
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
日

帰
り
で
は
難
し
か
っ
た
日
光
へ
日
帰
り

社
会
見
学
会
を
参
加
者
三
十
八
名
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
九
日
は
生あ
い

憎に
く

台
風
二
十
二

号
の
影
響
で
朝
か
ら
大
粒
の
雨
が
降
っ

て
い
る
中
、
日
光
に
向
か
い
ま
し
た
。

紅
葉
時
期
の
た
め
渋
滞
を
覚
悟
し
て
行

き
ま
し
た
が
、
雨
の
影
響
で
出
か
け
る

車
が
少
な
く
予
定
時
間
通
り
の
行
動
が

で
き
ま
し
た
。

　

日
光
東
照
宮
の
陽
明
門
は
四
十
年
に

一
度
の
修
復
で
鮮
や
か
な
色
彩
が
蘇
っ

て
お
り
、
ま
た
修
復
さ
れ
話
題
の
目
が

ぱ
っ
ち
り
可
愛
く
な
っ
た
三
猿
、
白
が

蘇
っ
た
眠
り
猫
等
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
輪
王
寺
も
三
仏
堂(

本
堂)

の

修
復
は
進
行
中
で
す
が
、
す
で
に
修
理

を
終
え
公
開
し
て
い
る
三
仏
は
金
色
に

輝
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
は
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
の

自
治
会
と
連
合
を
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
上
今
泉
連
合
自
治
会
は
地
域
全
体
で

実
施
す
る
福
祉
・
文
化
・
体
育
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
と
秋
の
二
回

の
「
歩
こ
う
会
」
、
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
、

駅
伝
大
会
参
加
、
上
今
泉
コ
ミ
セ
ン
祭

り
、
敬
老
の
集
い
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
高
齢
者
交
流
の
た
め

の
特
徴
的
な
活
動
と
し
て
地
区
社
協

「
ふ
れ
あ
い
か
み
い
ま
」
を
利
用
し
た

各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
、
談
話
の
場
提
供
、

高
齢
者
向
け
の
お
困
り
ご
と
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
心
・
安
全
で
活
性
の
あ
る

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
標
に
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
見
学
〝
日
光
”
を
堪
能

社
会
見
学
〝
日
光
”
を
堪
能
!!!!

上
今
泉
六
丁
目
自
治
会
会
長

上
今
泉
六
丁
目
自
治
会
会
長　　

松
本　

孝
夫

松
本　

孝
夫

　以下のように予定されています。
メモしておきましょう！
●自治連関係
　　３／23（金）15：00～
　　　　　　　　総会　401会議室
　　４／27（金）10：00～
　　　　　　全体会議　401会議室
●学校関係
  １）小学校卒業式　３／20（火）
　　　　　  終了式　３／23（金）
　　　　　  始業式　４／５（木）
　　　　　　　  　　午後
  ２）中学校卒業証書授与式
　　　　　　　　　  ３／９（金）
　　　　　  始業式　４／６（金）
　　　　　　　　  　午後

　

昭
和
53
年
に
海
老
名
み
ず
ほ
ハ
イ
ツ

が
新
築
さ
れ
て
横
浜
よ
り
移
住
し
て
来

年
で
40
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
海
老
名

駅
周
辺
は
パ
ン
屋
さ
ん
が
１
軒
あ
る
だ

け
で
ハ
イ
ツ
ま
で
は
田
圃
、
休
耕
田
が

広
が
り
夏
に
な
る
と
道
に
カ
エ
ル
や
ザ

リ
ガ
ニ
が
で
る
の
ど
か
な
日
々
で
、
買

い
物
は
山
を
越
え
て
国
分
寺
台
の
商
店

か
、
本
厚
木
ま
で
バ
ス
か
電
車
で
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
農
業
用
水
路
と
平
行
に
南

へ
市
道
が
整
備
さ
れ
て
、
駅
前
に
大
型

店
舗
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
銀
行

等
の
金
融
機
関
も
あ
る
街
へ
発
展
し
、

市
役
所
も
近
く
に
移
転
し
、
警
察
署
、

消
防
署
等
の
公
共
機
関
も
設
置
さ
れ
て

生
活
す
る
上
で
恵
ま
れ
た
環
境
に
な
り

ま
し
た
。

　

移
住
し
た
当
時
は
皆
さ
ん
若
い
世
代

で
し
た
の
で
地
域
や
市
の
イ
ベ
ン
ト
、

自
治
会
活
動
に
子
ど
も
た
ち
も
大
勢
参

加
し
て
家
族
賑
や
か
に
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
は
40
年
経
つ
と
子
ど
も
達
も
巣

立
っ
て
行
き
途
中
で
入
居
し
た
若
い
人

達
も
お
り
ま
す
が
半
数
以
上
は
高
齢
の

ご
夫
婦
や
単
身
者
の
世
帯
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
自
治
会
活
動
も
高
齢
者
で
も

参
加
で
き
る
よ
う
に
日
々
の
生
活
が
い

か
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
か
考
え
な
が

ら
行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
築
40
年
の
建
物
は
そ
れ
な
り

に
劣
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
当
ハ
イ
ツ

で
は
住
宅
管
理
組
合
の
方
々
の
知
識
と

行
動
で
年
々
住
み
や
す
く
修
理
、
改
善

を
行
い
さ
ら
に
10
年
ご
と
に
大
規
模
修

繕
工
事
も
今
年
度
３
回
目
を
行
っ
て
お

り
建
物
の
寿
命
を
伸
ば
し
20
年
、
30
年

快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

住
民
も
高
齢
に
負
け
な
い
よ
う
に
笑

顔
で
健
康
寿
命
を
維
持
し
て
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

海
老
名
市
に
住
ん
で
４
０
年

海
老
名
市
に
住
ん
で
４
０
年

海
老
名
み
ず
ほ
ハ
イ
ツ
自
治
会
会
長　

海
老
名
み
ず
ほ
ハ
イ
ツ
自
治
会
会
長　
　　

大
竹
せ
つ
子

大
竹
せ
つ
子

　このほど、海老名スカイハイツに待望の新集会所が完成しました。
　集会所の建設については以前から必要機運がありましたが、東日本の大震災を契機として
建設機運がさらに高まり、行政の自治会集会所等設置事業の補助金制度を活用し、この程完
成・竣工しました。

　新集会所は、従前集会所の約４倍という広さになりました。あらためて行政はじめ関係各位のご協
力にお礼申し上げます。
　仕様等以下の通り　●工　期　平成28年10月～29年３月
　　　　　　　　　　●仕　様　２階建　畳敷１室　フローリング３室　約200㎡
　　　　　　　　　　●建設費　約5,000万
　会議や集会、ふれあいサロン等として使用していきます。　　

待望の集会所完成！！ 海老名スカイハイツ自治会会長　原田　明３～４月の３～４月の
自治連関係自治連関係

小中学校終業式小中学校終業式
始業式始業式

▲参加者会員の食事風景▲みずほハイツ

▲集会所全景 ▲和室

お知らせ
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自治会割引の適用がございます。

ファミリーホール綾瀬

大和総合ホール

海老名セレモニーホール
〒243-0432　海老名市中央 2-1-14

〒242-0005　大和市西鶴間6-1-5

〒252-1136　綾瀬市寺尾2-11-21

もしもの時、各種お問合せ よ い さ い じょ う

0120-41-3140

事前相談
受付中

ご葬儀は

文化活動の拠点

海老名市文化会館

海老名市民ギャラリー
お問合せ

詳しくは

（代表）

http://ebican.jp

046-232-3231
046－238－0572ＴＥＬ.

遊んだ子どもが、
一等賞！

相模みのり幼稚園相模みのり幼稚園
学校法人 古郡学園

海老名市本郷 3286〒243－0417

http://www.minori.ed.jp

の
で
、
私
が
や
っ
て
い
か
れ
る
の
か
、

最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
先
ず
は
市
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
各
町
内
会
長
や
、

役
員
さ
ん
達
と
連
携
し
、
協
力
し
て
安

心
、
安
全
な
地
域
に
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。
又
、
前
の
自
治
会
長
も
女

性
で
し
た
の
で
、
心
強
い
相
談
役
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
女
性
、
男
性

と
い
う
意
識
は
持
た
ず
、
自
分
の
出
来

る
事
は
頑
張
っ
て
や
る
、
出
来
な
い
事

は
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
協
力
、
応
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑤
自
治
会
の
仕
事
内
容
を
通
し
て
、
自

治
会
が
、
こ
ん
な
に
も
市
と
強
い
繋
が

り
で
動
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
事
を
知

り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
長

の
任
を
受
け
る
と
、
そ
れ
に
付
随
し
て

様
々
な
役
務
に
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
他

の
自
治
会
の
、
活
発
な
活
動
や
特
色
を

知
る
事
も
出
来
て
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

⑥
最
初
は
何
も
分
か
ら
な
い
中
、
戸
惑

い
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
役
員
の
皆

様
や
地
域
の
方
々
の
応
援
で
、
無
事
一

年
間
を
終
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
野
良
猫

対
策
か
ら
始
ま
り
、
空
き
巣
対
策
ま
で

地
域
の
様
々
な
問
題
を
、
皆
さ
ん
と
共

有
、
検
討
す
る
事
が
出
来
、
本
当
に
有

意
義
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

①
各
町
内
会
か
ら
、
２
年
任
期
で
順
番

に
選
出
し
ま
す
。
29
、
30
年
度
は
第
２

町
内
会
か
ら
の
選
出
で
し
た
が
、
ど
な

た
も
引
き
受
け
て
下
さ
る
方
が
お
ら
ず
、

選
考
委
員
だ
っ
た
責
任
上
、
私
が
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

②
海
老
名
に
住
ん
で
30
年
近
く
な
り
ま

す
。
当
初
か
ら
町
内
会
に
は
加
入
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
に
２
回
町
内

会
の
役
員
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

自
治
会
の
内
容
は
、
あ
ま
り
理
解
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
加
入
率
は
大
変
高
い
の
で
す
が
、
高

齢
化
も
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
。
「
歳

を
と
っ
て
役
員
を
す
る
の
は
無
理
、
い

や
」
と
思
う
方
も
多
く
、
ま
た
若
い
方

は
仕
事
が
忙
し
く
時
間
が
と
れ
な
い
の

も
事
実
。
10
年
先
の
役
員
選
出
は
ど
う

な
る
の
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

④
ほ
と
ん
ど
が
男
性
の
自
治
会
長
で
す

　
女
性
活
躍
社
会
の
実
現
に
国
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
連

で
は
、
今
回
、
地
域
で
活
躍
す
る
三

人
の
女
性
自
治
会
長
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
取
材
し
ま
し
た
。

■
質
問
項
目
■

　

①
自
治
会
長
へ
の
経
緯

　

②
自
治
会
へ
の
関
わ
り
は

　
　

（
地
域
と
の
か
か
わ
り
）

　

③
地
元
自
治
会
の
問
題
点
や
課
題

　

④
女
性
自
治
会
長
と
し
て
の
在
り

　
　

方
や
課
題
に
つ
い
て

　

⑤
自
治
会
長
と
し
て
得
た
こ
と

　
　

ま
た
困
っ
た
事

　

⑥
最
後
に
感
想
を
…

　

⑦
自
治
会
の
概
要

女
性
自
治
会
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

女
性
自
治
会
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

国
分
北
三
丁
目　

 　

自
治
会
会
長　

 　

三
浦　

洋
子

そ
の
後
は
順
番
で
何
度
か
班
長
を
経
験

し
、
ま
た
、
地
域
の
こ
と
を
知
る
機
会

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

③
地
域
全
体
が
高
齢
化
に
よ
り
順
番
で

役
員
が
受
け
ら
れ
な
い
。

自
治
会
加
入
者
と
未
加
入
者
と
の
違
い

が
あ
ま
り
な
い
（
行
事
へ
の
参
加
の
加

入
者
へ
の
特
典
が
な
い
な
ど
自
治
会
に

加
入
し
て
い
る
お
得
感
が
な
く
、
若
い

人
達
へ
ア
ピ
ー
ル
し
に
く
い
）

④
特
に
女
性
だ
か
ら
と
意
識
し
た
り
困

っ
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

仕
事
と
の
両
立
で
、
両
方
が
中
途
半
端

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
申
し
訳
な
く
思

っ
て
い
ま
す
。

⑤
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
、
皆

で
力
を
あ
わ
せ
る
か
ら
こ
そ
色
々
な
こ

と
が
出
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
感
じ
、
ま
た
皆
で
力
を
あ

わ
せ
る
こ
と
が
何
故
か
難
し
い
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

⑥
４
月
か
ら
役
目
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
半
年
が
過
ぎ
改
め
て
何
も
知
ら
な

い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
あ
と
少

し
何
と
か
や
り
と
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

①
当
団
地
は
２
４
０
世
帯
５
階
建
７
棟

各
階
段
10
世
帯
で
１
人
24
名
の
役
員
。

今
年
度
は
そ
の
中
で
役
員
は
で
き
る
が

体
調
不
良
や
家
族
の
介
護
等
事
情
等
で

会
長
職
が
決
ま
ら
ず
く
じ
引
き
に
な
り

ま
し
た
。

②
昭
和
53
年
新
築
で
入
居
し
た
時
か
ら

来
年
で
40
年
に
な
り
ま
す
。
10
年
に
１

回
順
番
が
回
っ
て
き
ま
す
。
私
は
４
回

目
で
す
。
中
に
は
居
住
者
の
都
合
で
早

い
時
も
あ
り
ま
す
が
…

③
当
団
地
も
築
40
年
に
な
る
の
で
居
住

者
も
高
齢
化
し
て
お
り
役
員
活
動
が
重

荷
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
イ

ベ
ン
ト
や
会
議
を
簡
素
化
で
き
る
よ
う

に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

④
10
年
前
く
じ
引
き
で
当
た
り
今
回
２

回
目
で
す
が
前
回
同
様
居
住
者
の
皆
様

に
は
女
性
目
線
で
柔
ら
か
く
、
な
お
か

つ
積
極
的
に
協
力
、
サ
ポ
ー
ト
等
を
お

願
い
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
今
ま
で
接
点
の
な
か
っ
た
居
住
者
の

皆
様
と
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
協
力
し
あ
う

こ
と
で
よ
り
一
層
深
く
知
り
合
え
ま
し

た
。
公
的
機
関
や
各
自
治
会
な
ど
の
地

域
の
皆
様
に
色
々
な
事
を
教
え
て
い
た

だ
き
視
野
が
広
が
り
今
後
の
生
活
の
向

上
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
４
月
か
ら
会
長
と
し
て
の
活
動
が
始

ま
り
提
出
書
類
な
ど
覚
え
る
事
が
多
く

駆
け
足
状
態
で
し
た
が
、
夏
祭
り
、
敬

老
会
、
防
災
訓
練
等
イ
ベ
ン
ト
を
幸
い

お
天
気
に
恵
ま
れ
て
無
事
に
終
わ
ら
せ

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
１
月
末

よ
り
来
年
度
の
役
員
人
事
と
締
め
く
く

り
に
総
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
員
一

同
協
力
し
て
無
事
に
任
務
を
成
し
遂
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

海
老
名
み
ず
ほ
ハ
イ
ツ

自
治
会
会
長 　
　

大
竹
せ
つ
子

①
以
前
は
全
会
員
の
中
か
ら
推
選
・
互

選
で
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
当
番

制
に
よ
り
回
っ
て
く
る
役
員
間
で
推
せ

ん
、
互
選
。
決
ま
ら
な
い
時
は
全
役
員

間
で
く
じ
引
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
く
じ
引
き
で
当
た
っ
た
人
か
ら

（
欠
席
の
人
に
当
た
っ
た
）
辞
退
が
出

ま
し
た
の
で
前
年
度
の
役
員
だ
っ
た
た

め
引
き
受
け
ま
し
た
。

②
40
年
前
に
引
っ
越
し
て
来
た
時
、
当

時
の
自
治
会
の
役
員
さ
ん
（
班
長
）
に

と
て
も
良
く
し
て
い
た
だ
き
、
良
い
所

へ
引
っ
越
し
た
と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

国
分
寺
台
五
丁
目　

自
治
会
会
長　
　

山
田
由
美
子

１、会員数／５３７世帯
２、年会費／２,０００円
３、発　足／平成４年
４、会長選出／
　　　各町内会が２年任
　　　期の輪番制で選出
５、会　議／
　　　総　会　　１回　
　　　役員会　１２回
　　　その他　１～２回

⑦自治会の概要

１、会員数／４２９世帯
　　　　　　（９月10日現在）
２、年会費／２,４００円
３、発　足／昭和５０年４月
４、会長の選出／役員間で推せん
５、会　議／
　　　総　会　１回
　　　役員会　月１回
　　　その他（イベント対応会議　適宜）

⑦自治会の概要

１、会員数／２２７世帯
２、年会費／月　 ３００円
　　　　　　年３,６００円
３、発　足／昭和５３年
４、会長選出／
　　　各階段10世帯で１人24人の中で
５、会　議／
　　　総　会　１回
　　　役員会　毎月１回

⑦自治会の概要

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
を
簡
素
化

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
を
簡
素
化

勉
強
に
な
っ
た
一
年
間

勉
強
に
な
っ
た
一
年
間

皆
で
力
を
合
わ
せ
…
…

皆
で
力
を
合
わ
せ
…
…



第 45 号 自 治 連 だ よ り 平成 30 年３月１日 （4）

           家庭用アルミ温室

　　　　　　 0120-665-123

     海老名市東柏ヶ谷６－１８－１５

       ＴＥＬ ０４６－２３１－９７１１ 
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もしもの…の時
ご心配から安心へ

真心込めてお手伝い

・葬儀
・法要
・お墓清掃

総合葬祭フジタ企画
神奈川県海老名市大谷北2-9-27

もしもの…の時
ご心配から安心へ

真心込めてお手伝い

・葬儀
・法要
・お墓清掃

総合葬祭フジタ企画

携帯 090-7940-1660
神奈川県海老名市大谷北2-9-27
携帯 090-7940-1660

お気軽に
ご相談ください
お気軽に
ご相談ください

　

７
月
23
日
（
日
）
海
老
名
運
動
公
園

に
て
【
え
び
な
市
民
ま
つ
り
】
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
当
日
の
天
候
は

曇
り
時
々
霧
雨
、
前
日
ま
で
の
猛
暑
が

嘘
の
よ
う
な
気
温
で
過
ご
し
や
す
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
動
公
園
に
は
１
１
９
の
テ
ン
ト
が

並
び
、
姉
妹
都
市
の
白
石
市
・
登
別
市

の
物
産
販
売
。
ま
た
市
内
飲
食
店
等
の

自
慢
の
グ
ル
メ
や
企
業
の
紹
介
コ
ー
ナ

ー
等
が
催
さ
れ
、
人
気
飲
食
店
に
は
長

い
行
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

自
治
連
ブ
ー
ス
は
本
部
席
の
隣
に
テ

ン
ト
２
つ
を
設
け
て
加
入
促
進
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

一
つ
は
パ
ネ
ル
展
示
、
ま
つ
り
の
準

備
の
合
間
に
Ｐ
Ｒ
部
会
と
事
務
局
と
で

６
枚
の
パ
ネ
ル
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

海
老
名
市
全
体
の
地
図
で
各
自
治
会
の

位
置
紹
介
や
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
自
慢
の
行

事
写
真
で
地
域
を
紹
介
。
ま
た
来
場
者

の
方
々
に
加
入
促
進
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
ゲ
ー
ム
、
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
と
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
【
ビ
ー
玉
落
と
し
】
１
種
類

で
し
た
が
今
年
度
は
【
割
り
ば
し
鉄

砲
】
を
追
加
し
て
２
種
類
！

　

ど
ち
ら
の
ゲ
ー
ム
も
１
ゲ
ー
ム
10
円

で
３
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
の
で
す
が

こ
ち
ら
の
予
想
よ
り
も
皆
さ
ん
の
ゲ
ー

ム
の
才
能
が
上
回
り
、
的
に
当
た
る
人

が
続
出
！
景
品
で
用
意
し
て
い
た
お
菓

子
も
３
時
過
ぎ
に
は
底
を
つ
い
て
し
ま

い
楽
し
み
に
並
ん
で
下
さ
っ
て
い
た
方

々
に
は
申
し
訳
な
い
こ
と
を
い
た
し
ま

し
た
。
来
年
度
に
は
よ
り
多
く
の
方
に

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
今
回
の
経
験

を
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
賞
品
で
用
意

し
て
い
た
お
馴
染
み
の
【
う
ま
い
棒
】
、

子
ど
も
達
に
も
大
人
気
で
し
た
が
、
こ

の
【
う
ま
い
棒
】
実
は
こ
の
日
、
名
古

屋
場
所
で
38
回
目
優
勝
を
飾
っ
た
横
綱

白
鵬
が
６
歳
の
時
に
初
代
若
乃
花
か
ら

モ
ン
ゴ
ル
で
貰
っ
た
思
い
出
の
お
菓
子

だ
そ
う
で
す
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
子

ど
も
達
に
人
気
の
お
菓
子
な
の
で
す
ね
。

　

ま
つ
り
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
昨

年
度
よ
り
５
０
０
発
増
や
し
た
２
，

５
０
０
発
の
花
火
。
高
速
道
路
を
走
り

抜
け
る
車
と
花
火
の
共
演
は
他
で
は
見

ら
れ
な
い
と
て
も
綺
麗
な
も
の
で
し
た
。

来
年
度
こ
の
記
事
を
思
い
出
し
て
見
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
の
来
場
者
は
15
万
３
千
人
。

開
催
に
あ
た
り
中
心
と
な
り
準
備
を
す

す
め
て
き
た
市
民
活
動
推
進
課
の
方
を

は
じ
め
市
民
協
働
部
の
方
々
に
は
特
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
部
会
と
し
ま
し
て
も
大
過
な
く

開
催
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
皆

様
方
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
度
の
【
え
び
な
市
民
ま
つ
り
】

に
於
い
て
も
自
治
連
活
動
を
少
し
で
も

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
来
年
度
の
自
治
連
ブ
ー
ス
に
も
是

非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。
」

え
び
な
市
民
ま
つ
り
で
加
入
促
進
！

え
び
な
市
民
ま
つ
り
で
加
入
促
進
！

東
柏
ケ
谷
五
丁
目
自
治
会
会
長

東
柏
ケ
谷
五
丁
目
自
治
会
会
長　　

柳
下　

泰
介

柳
下　

泰
介

　綾瀬市・座間市・海老名市３市の自
治会組織での情報交換を目的として、
年１回の会議を開催しています。今年
度から会議名称を「県央３市自治会連
絡会」と決めて、２月８日に座間市役
所で開催しました。

県央３市県央３市（綾瀬・座間・海老名）（綾瀬・座間・海老名）

　自治会連絡会開催　自治会連絡会開催
自治連事務局自治連事務局　　松嶋　敬一松嶋　敬一

　

11
月
20
日
か
ら
24
日
の
４
日
間
市
役

所
の
１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
て
、
加

入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
「
自
治
会
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
！
」
の
の
ぼ
り
旗
と
「
各
自
治

会
紹
介
パ
ネ
ル
」
を
展
示
し
、
自
治
連

や
市
内
59
自
治
会
の
日
頃
の
特
徴
あ
る

活
動
内
容
の
写
真
を
掲
載
し
て
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
し
た
。

　

来
庁
し
た
転
入
者
を
中
心
に
自
治
会

加
入
勧
誘
を
行
う
と
と
も
に
自
治
会
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

調
査
を
依
頼
し
た
８
割
の
方
か
ら
快

く
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
力
し
て
頂
い
た
方
に
は
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
、
ノ
ー
ト
、
テ
ィ
シ
ュ
の
セ
ッ
ト

を
お
渡
し
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
方
か
ら

は●
自
治
会
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

●
行
事
の
内
容
に
新
鮮
味
が
な
い
、

も
っ
と
斬
新
な
行
事
を
企
画
し
て
欲
し

い●
自
治
会
活
動
が
限
ら
れ
た
人
々
で
行

わ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
開
か
れ
た
自
治

会
に
す
べ
き
で
あ
る

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
は
４
日

間
で
２
６
４
名
が
あ
り
、
内
容
を
ま
と

め
た
後
、
今
後
の
自
治
会
活
動
の
指
針

に
活
用
し
て
行
き
ま
す
。

加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催

加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催

大
谷
自
治
会
会
長　
　
　

大
谷
自
治
会
会
長　
　
　
　　

太
田　

隆

太
田　

隆

ＰＲ部会

▲市民まつり　自治連ブース

▲市民まつり　地域紹介パネル

▲市民まつりでのゲーム

▲加入促進キャンペーン風景



平成 30 年３月１日 （5）自 治 連 だ よ り第 45 号

つながる 広がる さがみの笑顔

海老名支店

柏ヶ谷支店

海老名営農経済センター

海老名グリーンセンター

http://ja-sagami.or.jp/

238-4126
234-0080

231-1771
232-2711

有馬支店

海西支店

238-4138
232-2042

季節のブーケ

卒園・卒業のお祝い花束
　門出のフラワーギフト
　　ご注文承ります！！

そうてつローゼン杉久保店お隣り
ご予算等々・・
お気軽にご相談ください！！
配達承ります。

花壇用草花・和洋鉢花・ガーデニング用品
季節の花束・アレンジメント

慶弔生花　各種取り揃え

Flower&Green
AM10:00－PM7:00

木曜定休日

杉久保店 TEL046（259）9535
海老名市杉久保北4－3－12

＊えびな北高齢者施設………………海老名市上今泉4-8-28　  　TEL：046-231-5888

ホームページは「中心会」で検索！！

　　　　　　　　高高齢齢者者のの介介護護とと暮暮ららししをを応応援援ししまますす。。

　　　　　　　　　　　ご相談は・・・
　　　　海老名北地域包括支援センター　TEL:046-231-6061

　　　　海老名南地域包括支援センター　TEL:046-238-7691

＊中心荘第一・第二老人ホーム……海老名市上今泉4-7-1　 　　TEL：046-231-7152
＊えびな南高齢者施設………………海老名市杉久保南3-31-6 　 TEL：046-238-7681

ボボラランンテティィアア
お話相手･掃除･ｼｰﾂ交換等

募募集集中中！！！！
おお問問合合せせおお待待ちちししてて

おおりりまますす！！

～
高
齢
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に

～
高
齢
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
～～

　
　
　
　
　
海
老
名
医
師
会
副
会
長

　
　
　
　
　
海
老
名
医
師
会
副
会
長  

内
山
内
山
先
生
ご
講
演

先
生
ご
講
演

国
分
寺
台
四
丁
目
自
治
会
会
長

国
分
寺
台
四
丁
目
自
治
会
会
長　　

前
田　

正
晴

前
田　

正
晴

最
新
設
備
の
工
場
見
学

最
新
設
備
の
工
場
見
学

　
　
　
　
　
―
メ
グ
ミ
ル
ク
海
老
名
工
場

　
　
　
　
　
―
メ
グ
ミ
ル
ク
海
老
名
工
場

東
柏
ヶ
谷
一
丁
目
自
治
会
会
長

東
柏
ヶ
谷
一
丁
目
自
治
会
会
長　　

髙
橋　

経
一

髙
橋　

経
一

　

平
成
29
年
度
の
自
治
連
研
修
と
し
て

海
老
名
医
師
会
の
内
山
先
生
よ
り
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
、
高
齢
者
に
仲
間
入
り
さ
れ
た

と
言
う
内
山
先
生
で
す
が
、
講
演
は
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
生
に
よ
れ
ば
、
高
齢
社
会
を
楽
し

く
生
き
抜
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

「
生
活
習
慣
病
予
防
」
よ
り
も
「
介
護

予
防
」
へ
意
識
を
変
え
る
こ
と
だ
そ
う

で
、
グ
ラ
フ
に
示
す
よ
う
な
介
護
が
必

要
に
な
る
原
因
で
あ
る
脳
卒
中
、
認
知

症
、
衰
弱
、
関
節
疾
患
、
骨
折
・
転
倒

な
ど
へ
備
え
、
「
元
気
で
い
る
」
す
な

わ
ち
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
」
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

介
護
が
必
要
に
な
る
状
態
を
先
延
ば

し
す
る
た
め
の
コ
ツ
と
し
て
は

①
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
外
に
出
て
人
と
話

す
（
歩
く
、
話
す
）
②
社
会
と
関
わ
る

（
用
事
が
あ
る
、
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る

＝
居
場
所
が
あ
る
）
③
笑
う
④
よ
く
食

べ
る
⑤
ラ
ジ
オ
体
操
や
片
足
立
ち
な
ど

で
体
を
動
か
す
（
老
後
に
備
え
て
筋
力

と
骨
も
大
事
）
こ
と
が
お
勧
め
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
こ
そ
地
域
の
繋

が
り
と
し
て
我
々
自
治
会
が
取
組
ん
で

い
る
「
街
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
仕
組
み

づ
く
り
」
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
）
で
あ
る
わ
け
で
す
。

　

「
住
み
慣
れ
た
海
老
名
市
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
」
た
め
に
、
ご
近
所

の
皆
さ
ん
と
支
え
合
っ
て
楽
し
く
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

内
山
先
生
、
自
治
会
活
動
の
目
的
を

再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
内
山
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ●
自
治
会
で
地
域
に
み
ん
な
の
居
場
所

を
作
ろ
う
●
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

い
い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う

「
青
春
と
は
」
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

（
詩
人
）
に
よ
れ
ば
、
歳
を
重
ね
た
だ

け
で
人
は
老
い
な
い
、
理
想
を
失
っ
た

と
き
は
じ
め
て
老
い
る
。

　

今
年
度
の
自
治
連
の
施
設
見
学
会
は
、

12
月
６
日
に
『
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
』
海

老
名
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
路
に
入
る
前
に
、
工
場
の
概
要

説
明
と
、
約
８
分
間
の
ビ
デ
オ
上
映
で
、

牛
乳
の
歴
史
や
牛
乳
が
作
ら
れ
る
ま
で

を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
班
に
分
か
れ
工
場
ス
タ

ッ
フ
が
工
場
内
に
入
る
時
に
使
う
「
エ

ア
シ
ャ
ワ
ー
」
の
体
験
を
し
、
見
学
路

で
窓
越
し
に
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
の

品
質
チ
ェ
ッ
ク
や
殺
菌
、
容
器
詰
め
、

出
荷
検
査
な
ど
の
製
造
工
程
を
見
学
し
、

最
後
に
試
飲
・
試
食
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
約
80
分
の
見
学
で
し
た
。

　

牛
乳
の
お
い
し
さ
を
損
な
う
大
き
な

原
因
は
牛
乳
に
溶
け
込
ん
だ
酸
素
だ
そ

う
で
す
。
酸
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
加

熱
殺
菌
の
と
き
に
風
味
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
、
牛
乳
を
加
熱
殺
菌
す
る
前

に
低
温
で
や
さ
し
く
酸
素
を
取
り
除
い

て
新
鮮
な
お
い
し
さ
を
保
つ
工
夫
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

牛
乳
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・
脂
質
・

ビ
タ
ミ
ン
・
炭
水
化
物
・
タ
ン
パ
ク
質

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
家
の
方
が
丹
精
込
め
て
作
ら
れ

た
生
乳
が
工
場
へ
運
ば
れ
、
牛
乳
に
な

り
ス
ー
パ
ー
等
に
運
ば
れ
ま
す
。

　

製
品
が
徹
底
し
た
品
質
管
理
、
衛
生

　

中
河
内
自
治
会
の
、
災
害
対
策
は
、

①
自
ら
の
こ
と
は
自
ら
で
守
る（
自
助
）

②
地
域
に
お
い
て
互
い
に
協
力
し
あ
い

助
け
合
う
（
共
助
）

③
市
や
自
治
体
が
実
施
す
る
（
公
助
）

を
基
本
方
針
と
し
て
前
向
き
に
防
災
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

40
年
前
の
度
重
な
る
永
池
川
の
災
害

の
教
訓
を
当
時
の
自
治
会
長
と
そ
の
家

族
が
写
真
に
収
め
た
貴
重
な
記
録
を
災

害
情
報
と
し
て
広
報
紙
に
ま
と
め
、
住

民
同
士
の
連
携
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
６
月
に
中
河
内
全
世
帯
に
配
布
、
周

知
し
ま
し
た
。
（
原
本
は
、
海
老
名
市

歴
史
収
蔵
館
に
保
管
）

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、
ま
ず
自

分
の
命
そ
し
て
家
族
、
隣
人
と
人
命
の

確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
に
は
、
自
主
防
災
訓
練
と
し
て

実
施
し
た
有
馬
小
中
学
校
の
避
難
所
運

営
訓
練
の
際
、
中
河
内
住
民
は
海
老
名

市
役
所
危
機
管
理
課
職
員
の
指
導
の
下
、

消
火
器
を
使
っ
た
訓
練
を
体
験
し
ま
し

た
。
大
規
模
な
地
震
の
際
は
自
分
の
近

く
の
火
を
消
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
】
の
市
の
設
置
希

望
調
査
で
は
、
１
８
０
世
帯
の
方
の
同

意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
に
は
自
治
会
と
し
て
５

台
の
消
火
器
を
購
入
し
ま
し
た
が
、
５

軒
～
７
軒
に
１
個
の
消
火
器
設
置
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
市
が
配
布
し
た
消

火
器
同
様
、
自
治
会
と
し
て
予
算
を

組
み
な
が
ら
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
０
１
７
年
10
月
現
在
市
か
ら
の
消

火
器
は
16
本
で
す
。
）

　

自
宅
に
い
て
発
災
し
た
ら
「
身
を
守

る
」
「
安
全
確
認
」
「
火
を
消
す
」

「
避
難
す
る
」
を
遵
守
し
、
ま
た
消
火

器
を
、
身
近
な
場
所
に
置
き
、
そ
し
て

今
後
は
市
役
所
発
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
参
考
に
、
地
域
の
危
険
個
所
の
点

検
行
い
、
住
民
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

住
み
よ
い
地
域
、
安
心
で
き
る
環
境
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

その他
13.2%

認知症
15.3%

脳卒中
21.5%

衰弱
13.7%

   関節
10.9%

骨折・転倒
　　　10.2%

心臓病　3.9%
パーキンソン病　3.2%

糖尿病　3.0%
呼吸器疾患　2.8%

がん　2.3%

介護が必要になった原因

管
理
の
も
と
に
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
環
境
に
も
気
を
配
り
「
タ
ー
フ

パ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
緑
化
駐
車
場
、

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
外

灯
を
設
置
な
ど
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

も
取
り
組
み
、
工
場
か
ら
出
る
さ
ま
ざ

ま
な
廃
棄
物
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
を

通
じ
て
再
資
源
化
を
図
り
リ
サ
イ
ク
ル

率
１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
災
害
の
教
訓
を
振
り
返
っ
て
、

過
去
の
災
害
の
教
訓
を
振
り
返
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
自
治
会
が
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
自
治
会
が
行
う
こ
と

中
河
内
自
治
会
会
長

中
河
内
自
治
会
会
長　　

橋
本　

宏
一

橋
本　

宏
一

▲内山先生の講演

▲メグミルクにて▲過去の水害写真（昭和51年９月頃）
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当
自
治
会
は
、
国
分
自
治
連
の
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
（
中
央
１
～
３
、
北
１
～
３
、

杉
本
、
南
１
～
４
、
望
地
、
勝
瀬
）
に

帰
属
し
、
一
番
北
側
に
位
置
す
る
一
自

治
会
で
、
北
３
丁
目
の
一
部
と
北
４
丁

目
の
全
戸
が
対
象
の
地
域
で
３
町
内
会

（
南
・
中
・
北
）
よ
り
構
成
さ
れ
活
動

し
て
い
る
自
治
会
で
す
。

（
主
な
自
治
会
活
動
）

※
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　

地
域
内
の
住
み
よ
い
環
境
・
安
全
を

守
る
為
に
、
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
幅
広
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

※
奉
仕
活
動
と
親
睦
会

　

地
域
ふ
れ
あ
い
行
事
で
は
、
住
民
相

互
の
親
睦
を
図
る
た
め
年
２
回
、
地
域

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
近

隣
の
公
園
で
、
公
園
清
掃
後
に
老
若
男

女
、
子
ど
も
た
ち
を
交
え
た
「
焼
き
そ

ば
」
等
飲
食
し
、
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
毎

年
住
民
相
互
の
親
睦
を
図
る
「
懇
親

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
餅
つ
き
大
会
（
十
二
月
）

　

年
中
行
事
と
し
て
、
地
元
の
方
の
協

力
の
も
と
、
つ
い
た
お
餅
で
、
「
餡
こ

ろ
餅
」
「
き
な
粉
餅
」
等
食
べ
な
が
ら

伝
統
の
「
餅
つ
き
大
会
」
を
行
い
ま
す
。

※
ど
ん
ど
焼
き

　

毎
年
、
曜
日
に
関
係
な
く
小
正
月
の

一
月
十
四
日
に
は
、
道
祖
神
の
あ
る

「
弥
生
橋
」
た
も
と
で
の
「
ど
ん
ど

焼
」
で
は
、
無
病
息
災
、
安
全
を
願
い

つ
つ
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
少
年
野
球
チ
ー
ム

と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
が
地
域
の
「
親
睦
・
ふ

れ
あ
い
」
の
場
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
思

い
出
の
一
助
と
な
り
、
よ
り
良
い
環
境

と
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

“
親
睦
ふ
れ
あ
い
”の
場
と
し
て

“
親
睦
ふ
れ
あ
い
”の
場
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
活
動
推
進
！

　
　
　
　
　
　
　
活
動
推
進
！

国
分
杉
本
自
治
会
会
長

国
分
杉
本
自
治
会
会
長　　

鈴
木　

信
明

鈴
木　

信
明

　

年
間
犯
罪
件
数
千
件
以
下
の
達
成
の

為
に
は
突
出
し
て
多
い
自
転
車
盗
難
と

万
引
き
を
減
ら
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
こ
の
二
つ
で
全
体
40
％
弱
を
占
め

ま
す
。
自
転
車
盗
難
は
減
少
傾
向
で
す

が
万
引
き
は
増
加
傾
向
で
す
。
こ
れ
は

人
口
増
と
駅
周
辺
を
中
心
と
し
た
商
業

施
設
の
賑
わ
い
や
人
口
流
入
で
増
加
す

る
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

抑
止
・
削
減
す
る
事
が
目
標
達
成
に
近

づ
く
と
い
う
事
で
意
識
啓
蒙
を
図
る
べ

く
10
月
15
日
（
日
）
午
後
か
ら
海
老
名

イ
オ
ン
店
で
万
引
き
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
海
老
名
警

察
や
防
犯
協
会
・
自
治
連
防
犯
部
会
員
、

地
域
自
治
会
関
係
者
、
地
域
づ
く
り
課
、

イ
オ
ン
店
長
ほ
か
、
多
数
の
参
加
協
力

を
得
て
、
来
店
客
に
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
配
布
で
万
引
き
撲
滅
の
協
力
を

よ
び
か
け
ま
し
た
。
一
地
域
、
一
店
舗

に
お
け
る
小
さ
な
犯
罪
抑
止
運
動
か
も

し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ

う
し
た
機

会
を
通
じ

て
犯
罪
が

一
件
で
も

減
っ
て
く

れ
る
こ
と

を
願
っ
て

い
ま
す
。

国
際
交
流
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

国
際
交
流
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

え
び
な
団
地
自
治
会
会
長

え
び
な
団
地
自
治
会
会
長　　

中
谷　

尚
利

中
谷　

尚
利

　

え
び
な
団
地
の
約
３
割
が
、
外
国
籍

の
方
が
占
め
て
お
り
ま
す
。
国
籍
と
し

て
は
、
イ
ン
ド
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
中

国
・
韓
国
で
す
。

　

言
葉
の
違
い
や
生
活
習
慣
の
違
い
な

ど
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
夏

ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
自
治
会
活
動
と
し
て
は
、

敬
老
の
集
い
・
も
ち
つ
き
な
ど
住
民
参

加
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

一
番
の
課
題
は
、
生
活
習
慣
の
違
い

で
日
本
独
自
の
自
治
会
組
織
、
こ
の
よ

う
な
組
織
は
海
外
に
は
な
く
、
戸
惑
う

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
お
互
い
の
理
解

を
深
め
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
番
目
の
課
題
は
、
ご
み
の
問
題
で

す
。
曜
日
に
よ
り
細
か
く
分
別
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
な
か
な
か
浸
透
さ
れ
て

お
ら
ず
、
多
種
類
の
言
語
表
記
の
分
別

表
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、

え
び
な
団
地
以
外
で
も
課
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

三
番
目
の
課
題
は
、
言
葉
の
問
題
で

す
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
限
界
も
あ
り
ま

す
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

方
な
ど
住
民

全
体
で
考
え

て
住
み
や
す

い
「
え
び
な

団
地
」
を
構

築
し
て
い
き

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

海
老
名
署
発
表
の
28
年
の
犯
罪
認
知

犯
罪
件
数
１
，
０
５
５
件
の
内
、
窃
盗

犯
が
８
２
１
件
と
多
く
29
年
の
重
点
項

目
と
し
て
窃
盗
犯
罪
の
減
少
を
目
標
に

し
ま
し
た
。
特
に
自
転
車
盗
難
と
万
引

き
防
止
を
今
年
の
重
点
目
標
と
し
ま
し

た
。

※
自
転
車
盗
難
防
止
対
策
の
お
願
い
※

　

自
転
車
は
近
年
『
電
動
自
転
車
』
が

販
売
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
に
身
近

な
乗
物
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

盗
難
に
遭
わ
な
い
為
に
、
防
犯
登
録
の

他
、
日
常
の
防
犯
対
策
を
と
る
事
が
大

切
で
す
。
備
え
付
け
の
鍵
を
施
錠
す
る

だ
け
で
無
く
、
Ｕ
字
ロ
ッ
ク
や
チ
ェ
ー

ン
ロ
ッ
ク
で
二
重
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と

が
効
果
的
で
す
。
短
時
間
で
も
自
転
車

か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
必
ず
施
錠
す
る

様
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
は
身

近
で
便
利
な
乗
物
で
す
。
各
自
が
自
転

車
の
盗
難
を
防
ぐ
習
慣
を
付
け
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

施
錠
確
認
等
実
施

　

防
犯
部
会
は
29
年
10
月
13
日
の
朝
の

通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
に
海
老
名
駅
周

辺
の
２
カ
所
の
駐
輪
場
に
於
い
て
、
利

用
者
を
対
象
に
施
錠
の
励
行
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
施
錠
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

実
施
結
果
は
広
い
屋
外
の
駐
輪
場
で

５
％
が
未
施
錠
で
あ
り
、
注
意
喚
起
の

品
物
を
置
き
警
告
致
し
ま
し
た
。

万
引
き
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

万
引
き
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

浜
田
自
治
会
会
長

浜
田
自
治
会
会
長　　

市
橋　

輝
朗

市
橋　

輝
朗

自
転
車
盗
難
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
転
車
盗
難
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

防
犯
部
会　

柏
ヶ
谷
自
治
会
会
長

防
犯
部
会　

柏
ヶ
谷
自
治
会
会
長　　

大
貫　

信
夫

大
貫　

信
夫

▲どんと焼の一コマ▲盗難防止キャンペーン風景

▲キャンペーン会場にて ▲夏まつり
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社会福祉法⼈ 県央福祉会
子ども、障がい者、高齢者が地域の人達と共に暮
らせる社会を目指し、神奈川県内１００か所以上の
事業所を運営しています。

（海老名市では、わかば学園、わかばケアセンター）

「国分寺台地域包括支援センター」の業務を、4月から社会福
祉協議会から引き継いで、県央福祉会で行います！

お気軽にご相談下さい。 ☎０４６－２３３－８８８１
（H.30年4月～）

一般社団法人

海老名市医師会
　　　　　　　市からの委託を受け、CTでの肺がん検診
事業を海老名市医療センターで行っています。
（40歳以上の市民の方が対象となります）
お申し込みは、海老名市保健相談センターへ（235-7880）

◇◇海老名市医師会では、地域医療に
　　貢献するため各種事業を実施しています◇◇

地域の医療・介護のために
・急患診療所（内科）
・検査センター
・訪問看護ステーション
・さつき町包括支援センター
・災害医療対策
・在宅医療介護連携
・市民連携事業

子どもたちの

健康のために

・乳幼児健診

・各種予防注射

・学校保健医療

生涯教育や企業の

健康管理のために

・各種講演会

・勉強会

・認定産業医

〒243-0421 海老名市さつき町41番地（医療センター内）
☎046－234－3241 http://www.ebinaishikai.jp

肺がんCT検診

 

海老名駅西口

各種パーティ・貸切り

承ります。

コース2,000円～

飲み放題1,800円

海老名の野菜がゴロゴロ入った

本格スープカレーとワインのお店

TEL 046-204-9428

PHOTOで見る今年の活動!!PHOTOで見る今年の活動!!
活動報告（ピックアップ）

　▲座学研修（７月）

　▲えびな市民まつり（７月）

　▲自治連５月総会

　▲市民まつり自治連ブース（加入促進）（７月）

　▲白石・登別・海老名　三市交流会（10月）

　▲施設研修（雪印メグミルク）（12月）

　▲万引防止キャンペーン（10月）

　▲加入促進キャンペーン（11月）

－今年度の活動をPHOTOで振り返って見ました。－今年度の活動をPHOTOで振り返って見ました。

【総務部会】◆加入率向上について促進事例の収集等
実施、今後も資料収集に努め参考事例としてまとめ提
供していく。◆加入メリットの実現についても他市事
例を参考に導入可否の研究に努める。◆掲示板の在り
方については、所管部署の提案を受け段階的に撤去・
移設を実施。維持管理の自治会移管を決定。（移管の
際の補助制度は詳細別途検討）◆研修会は座学を７／
３内山先生に、施設研修は雪印メグミルクで12／６
それぞれ実施。◆姉妹都市三市の情報交換を当番市の
当市が10／26・27に行った。
【福祉部会】11名の自治会長と顧問の全12名で構成
している。福祉は自治会活動のなかでも最重要な項目
でもあり、自治会が直面する各地域の特有な課題や、
市や社会福祉協議会の政策との関連性とあり方などに
ついて理解を深めるとともに、部会の意見を市へも伝
え、情報収集、意見交換を行っている。
今年度は、①避難行動要支援者名簿の「個別計画」、
②ふれあい事業の実施状況の実情調査、③「在宅医
療」のあり方の３点に絞り活動を行った。
最終的には、各自治会の多様な活動にとって参考にな
るように取りまとめを行う予定。
【防犯】平成29年も目標の年間犯罪発生件数千件以
下を達成すべく警察署を始め防犯協会及び関係団体・
部署の協力を得て犯罪抑止キャンペーン（万引き防
止）や犯罪意識啓発活動（自転車施錠チェック）を
行って来たが、残念ながら目標達成は出来なかった。
しかし我々が重視した自転車盗難は対前年比△18％
（△45件）と激減、万引き罪は６％（11件）と微増
に抑えることが出来努力の成果はあったと思う。詐欺
罪等の急増で犯罪も多岐に亘っており、今後は全自治
会が更に一丸となり防犯意識を呼びかけ、犯罪防止に
取組むことが肝要である。
【防災部会】防災部会は12自治会からの委員と１名
の顧問により構成されています。部会では防災活動を
各自治会の地勢的特徴、また地域的住民特性に合わせ
て何を行うべきか、予防的活動として何を行うべきか、
或いは災害発生時には減災の為に何を行うことが求め
られるのか、避難時の際に最小限必要な装備は何で、
それをどう整備するかなど基本が何なのかを明確にす
る議論などから、原則基本の計画を導けないか現在検
討中です。
【広報部会】今年度、広報部会では自治連だよりの発
行にあたり、５月・６月・９月・12月・１月に会議
を開催しました。最初の会議ではミニ自治連だよりの
発行日の報告から始まり、自治連だよりの発行に向け
て、広告掲載企業の交渉依頼、紙面内容、紙面の割り
振り、印刷会社の選定などについて話し合い・決定し
た。それに基づいて以後の会議では広告掲載企業の確
認や原稿依頼者への確認、原稿の校正などを進めた。
特に困難な課題としては広告企業の減少であった。
【ＰＲ部会】自治連ＰＲ部会の活動は各自治会での自
治会加入促進の活動を行っています。
①えびな市民まつりに自治連ブースで参加。パネル展
示・グッズの配布・ゲームコーナーなどで加入促進の
アピールをした。
②11月末に市役所ロビーで加入促進キャンペーンを
行った。
　年々増加してゆく高齢世帯、また比例して少子化に
よる子供会の消滅等多くのご意見が集まりました。次
年度も意見集約を計り加入促進ＰＲを行いたく思いま
す。

各専門部会報告 自治連専門部会の今年度の活動状況を報告します。
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海
老
名
署
か
ら
平
成
29
年
の
犯
罪

認
知
件
数
（
暫
定
値
）
が
発
表
さ
れ

た
。（
別
表
参
照
）
昨
年
同
様
、
29
年

も
１
０
０
０
件
以
下
を
目
標
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
結
果
は
２

年
連
続
で
目
標
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。（
１
０
９
９
件
対
前
年
44
件
増
）

　

１
０
０
０
件
を
切
る
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
こ
の
壁
は
大
変
高
い
壁
に
な
っ
て
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

　

昨
年
も
、
自
治
連
は
じ
め
地
域
の
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
防
犯
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
前
年

を
44
件
上
回
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
の
罪
種
別
認
知
件
数
は
別

表
記
載
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
表
示

の
よ
う
に
殆
ど
の
罪
種
が
前
年
に
比
し

増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
体
件
数

を
毎
年
押
し
上
げ
て
い
た
自
転
車
盗
は
、

ツ
ー
ロ
ッ
ク
の
指
導
や
各
種
団
体
の
協

力
に
よ
り
２
０
０
件
前
半
ま
で
に
押
し

下
げ
る
と
い
う
好
結
果
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
罪
種
は
不
本
意
な
が
ら
、
殆
ど

増
加
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
転
車
盗
と
同
様
に
件
数

の
多
い
万
引
き
に
つ
い
て
も
、
自
治
連

防
犯
部
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
啓
発
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
昨
年
を
11
件

も
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
転
車

盗
と
万
引
き
で
４
１
４
件
と
全
体
の

38
％
を
占
め
て
い
る
事
も
あ
り
、
更
な

る
対
応
強
化
を
図
っ
て
件
数
減
に
寄
与

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
増
や

大
型
商
業
施
設
の
開
業
等
で
の
人
口
流

入
に
よ
る
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
等
必
要
諸
施
策
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
継
続
し
た
活
動
に
腰
を
据

え
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に

防
犯
対
策
と
し
て
、
署
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
、
ま
た
地
域
で
の
防
犯

講
話
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
の
啓

発
活
動
等
々
地
域
の
皆
さ
ん
や
各
種
団

体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
１
件

で
も
件
数
を
減
ら
せ
る
よ
う
根
気
よ
く

活
動
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
全
市
的
な
取
り
組
み
で
、

何
と
し
て
も
こ
の
１
０
０
０
件
の
高
い

壁
を
打
破
で
き
る
よ
う
更
な
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
と

い
う
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

（
取
材
：
栗
山
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前
年
に
比
し
増
減
し
た
犯
罪
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

★
前
年
に
比
し
減
少
し
た
主
な
犯
罪

　
　

・
自
転
車
盗　
　
　

45
件

　
　

・
粗
暴
犯　
　
　
　

８
件

　
　

・
そ
の
他　
　
　
　

８
件

★
増
加
し
た
犯
罪

　
　

・
部
品
盗　
　
　
　

23
件

　
　

・
侵
入
盗　
　
　
　

18
件

　
　

・
自
動
車
盗　
　
　

11
件

　
　

・
車
上
狙
い　
　
　

11
件

　
　

・
万
引
き　
　
　
　

11
件

　
　

・
凶
悪
犯　
　
　
　

６
件

　
　

・
知
能
犯　
　
　
　

26
件

Ｈ23年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 前年比
窃盗犯 1,096 1,030 890 844 858 821 848 27
粗暴犯 95 60 66 60 62 69 61 －8
その他 185 196 208 151 156 165 190 25
合　計 1,376 1,286 1,164 1,055 1,076 1,055 1099 44

平
成
平
成
2929
年
犯
罪
発
生
状
況

年
犯
罪
発
生
状
況

目
標
未
達（
一
〇
九
九
件
）　

目
標
未
達（
一
〇
九
九
件
）　

防犯

だより

■海老名市の刑法犯発生状況

■地域別窃盗犯認知件数
地　　区 Ｈ29 Ｈ28 増減 地　　区 Ｈ29 Ｈ28 増減

中 央 一 丁 目 97 92 5 下 今 泉 1 0 1
中 央 二 丁 目 90 82 8 下 今 泉 一 丁 目 4 9 －5
中 央 三 丁 目 23 39 －16 下 今 泉 二 丁 目 10 8 2
国 分 南 一 丁 目 8 8 0 下 今 泉 三 丁 目 1 2 －1
国 分 南 二 丁 目 7 3 4 下 今 泉 四 丁 目 2 2 0
国 分 南 三 丁 目 6 3 3 下 今 泉 五 丁 目 5 4 1
国 分 南 四 丁 目 3 2 1 柏 ヶ 谷 22 28 －6
国 分 北 一 丁 目 9 8 1 東柏ケ谷一丁目 4 8 －4
国 分 北 二 丁 目 7 7 0 東柏ケ谷二丁目 19 25 －6
国 分 北 三 丁 目 8 16 －8 東柏ケ谷三丁目 40 21 19
国 分 北 四 丁 目 1 4 －3 東柏ケ谷四丁目 9 13 －4
望 地 一 丁 目 1 0 1 東柏ケ谷五丁目 6 10 －4
望 地 二 丁 目 3 2 1 東柏ケ谷六丁目 8 8 0
勝 瀬 2 4 －2 上 今 泉 1 1 0
大 谷 1 1 0 上 今 泉 一 丁 目 3 5 －2
大 谷 北 一 丁 目 8 6 2 上 今 泉 二 丁 目 11 6 5
大 谷 北 二 丁 目 4 1 3 上 今 泉 三 丁 目 7 3 4
大 谷 北 三 丁 目 5 5 0 上 今 泉 四 丁 目 3 8 －5
大 谷 北 四 丁 目 3 3 0 上 今 泉 五 丁 目 4 7 －3
大 谷 南 一 丁 目 1 0 1 上 今 泉 六 丁 目 5 6 －1
大 谷 南 二 丁 目 1 2 －1 杉 久 保 1 0 1
大 谷 南 三 丁 目 10 2 8 杉久保北一丁目 1 0 1
大 谷 南 四 丁 目 4 6 －2 杉久保北二丁目 1 2 －1
大 谷 南 五 丁 目 16 19 －3 杉久保北三丁目 0 1 －1
浜 田 町 6 1 5 杉久保北四丁目 3 5 －2
国分寺台一丁目 2 0 2 杉久保北五丁目 1 0 1
国分寺台二丁目 6 3 3 杉久保南一丁目 1 0 1
国分寺台三丁目 1 2 －1 杉久保南二丁目 1 1 0
国分寺台四丁目 0 1 －1 杉久保南三丁目 0 1 －1
国分寺台五丁目 2 0 2 杉久保南四丁目 1 0 1
中 新 田 5 8 －3 杉久保南五丁目 1 0 1
中 新 田 一 丁 目 11 4 7 中 河 内 2 2 0
中 新 田 二 丁 目 8 18 －10 上 河 内 5 2 3
中 新 田 三 丁 目 11 10 1 本 郷 28 21 7
中 新 田 四 丁 目 10 4 6 社 家 35 25 10
中 新 田 五 丁 目 3 4 －1 今 里 0 0 0
さ つ き 町 10 4 6 今 里 一 丁 目 1 0 1
河 原 口 10 13 －3 今 里 二 丁 目 2 2 0
河 原 口 一 丁 目 5 6 －1 今 里 三 丁 目 2 4 －2
河 原 口 二 丁 目 11 8 3 中 野 0 0 0
河 原 口 三 丁 目 8 7 1 中 野 一 丁 目 3 5 －2
河 原 口 四 丁 目 9 4 5 中 野 二 丁 目 8 1 7
河 原 口 五 丁 目 8 1 7 中 野 三 丁 目 3 0 3
上 郷 6 32 －26 門 沢 橋 2 1 1
上 郷 一 丁 目 4 7 －3 門 沢 橋 一 丁 目 2 3 －1
上 郷 二 丁 目 1 1 0 門 沢 橋 二 丁 目 14 14 0
上 郷 三 丁 目 7 6 1 門 沢 橋 三 丁 目 6 3 3
上 郷 四 丁 目 1 3 －2 門 沢 橋 四 丁 目 9 18 －9
扇 町 70 69 1 門 沢 橋 五 丁 目 2 2 0
泉 一 丁 目 1 1 門 沢 橋 六 丁 目 4 3 1
泉 二 丁 目 1 1
め ぐ み 町 9 9 窃 盗 犯 総 件 数 848 821 27

出所：海老名警察署

◆
記
事
で
も
紹
介
の
よ
う
に
、
今
年
度
も

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
◆
三

市
（
海
老
名
・
白
石
・
登
別
）
の
情
報
交

換
交
流
会
も
そ
の
一
つ
◆
今
回
は
海
老
名

が
当
番
で
、
遠
方
よ
り
友
（
白
石
・
登
別

の
両
市
）
を
お
迎
え
海
老
名
で
旧
交
を
温

め
ま
し
た
◆
両
市
か
ら
も
便
り
で
お
知
ら

せ
の
よ
う
に
丁
重
な
お
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の
言
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が
あ
り

ま
し
た
◆
こ
う
し
た
機
会
を
通
し
交
流
を

深
め
る
こ
と
の
意
義
を
感
じ
た
交
流
会
で

も
あ
り
ま
し
た
◆
三
市
が
こ
れ
か
ら
も
友

情
の
輪
を
広
げ
交
流
が
深
ま
れ
ば
と
願
う

も
の
で
す
◆
犯
罪
や
災
害
の
な
い
平
穏
な

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
…　
　
　

（
Ｋ
）

広報部会員広報部会員
（部 会 長）田邉　壯良（上今泉一丁目）
（副部会長）髙橋　経一（東柏ヶ谷一丁目）
（顧　　問）栗山　明郎（上今泉四丁目）
（委　　員）竹本　邦雄（国分北一丁目南）
（委　　員）三浦　洋子（国分北三丁目）
（委　　員）田辺　昭司（国分南一丁目）
（委　　員）前田　正晴（国分寺台四丁目）
（委　　員）坂井　正也（中新田第１）
（委　　員）原田　　明（海老名スカイハイツ）
（委　　員）森藤　　武（上今泉五丁目）
（委　　員）小松　佐一（社家）
（委　　員）左藤　　諭（門沢橋）
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記記

振り込め詐欺発生中!!振り込め詐欺発生中!!
平成29年12月31日現在

県　　　内 2,305件 約52億7,200万円
海老名市内 44件 約7,530万円

【振り込め詐欺の被害に遭わないために】【振り込め詐欺の被害に遭わないために】
○電話で急にお金の話が出たら詐欺！
○携帯電話が変わったという話はサギ！
※ＡＴＭで医療費等の払い戻しはできません！
他人事ではありません。自分のところにも振り
込め詐欺の電話がかかってくるという気持ちを
持ちましょう。

その電話、本当に警察官からですか？
注意１
　他にもこんな言い回しに注意！
　　　　　　「このままでは、口座
　　　　　　が使えなくなる」「銀
　　　　　　行協会の身分証を持参
　　　　　　してきます」「口座が
　　　　　　悪用されている。新し
　　　　　　い口座にするので、現
　　　　　　金を下ろして渡してく
　　　　　　れ」など
　　　　　  注意２
　　　　　「カードを預かります！」
　　　　　　という電話は詐欺！
　　　　　　警察官や銀行協会職員
　　　　　　がカードの暗証番号を
　　　　　　聞いたり、預かること
　　　　　　は絶対にありません！


